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新しくなった村松支所庁舎

　

こ
の
度
の
九
州
地
方
に
お

け
る
地
震
災
害
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
は
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
被
害
の
収
束
と
復
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
百
二
十

九
億
三
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
十
二
億
四
百

万
円
、
五･

〇
％
減
少
し
ま
し
た
。
特
別
会
計
を
含
む
全
会

計
の
予
算
は
四
百
二
十
二
億
二
百
五
十
七
万
円
で
、
前
年
度

当
初
よ
り
十
七
億
九
千
四
百
万
五
千
円
、
四･

一
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
新
規
や
拡
充
事
業
と
し
て
、
定
住
促
進
や
起
業

者
応
援
、
総
合
会
館
管
理
棟
建
設
、
複
合
施
設
の
基
本
設
計

な
ど
の
予
算
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
新
年
度
予
算
を
「
五
泉
市
が
成
長
し
て
発
展
す
る

た
め
の
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
予
算
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
の
と
お
り
、
十
年
の
時
を
経
た
五
泉
市
が
、
次
の
段

階
へ
至
る
た
め
の
道
を
開
く
予
算
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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平成28年 第１回

２月 新年度予算など72議案を可決・承認

定例会
　平成28年第１回２月定例会が２月23日に招集され、３

月16日まで23日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告、五泉地域衛生施設組合

議会議員の補充選挙、２件の専決処分と各会計の補正予

算を採決した後に市長の施政方針説明があり、続いて一

般質問の一部を行いました。

　翌24日は終日一般質問を行いました。

　25日は緊急質問の後、前日に引き続き一般質問を行っ

て通告者全員の質問が終了しました。その後38件の議案

が一括上程されて議案と施政方針に対する質疑の一部が

行われました。

　26日は残る質疑が行われ、その後、議案等がそれぞれ

の所管常任委員会へ付託されました。

　３月２日～４日には常任委員会が開かれ、付託された

議案等の審査が行われました。

　最終日には、各常任委員会の審査報告に続いて採決が

行われ、それぞれ可決・採択をしました。その後、農業

委員会委員の任命などの人事案件20件と議員発議１件を

採決して閉会しました。

２月　23日(火)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

３月　２日(水)

３日(木)

４日(金)

16日(水)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑）

本会議（質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会、建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告、質疑、採決、議案審議、閉会）

　２月定例会の日程

月　日 内　　　　容
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主な議案の議決結果・概要
提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

議
長

議会選 
第１号

五泉地域衛生施設組合議会議員の選挙
について

指名
推選

五泉地域衛生施設組合議会の議員に１名の欠員が生じていたため、阿部
周夫君を同議会の議員に選任するものです。

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第１号
専決処分の報告承認について
〔五泉市税条例等の一部を改正する条
例の一部を改正する条例〕

承認
平成28年度税制改正大綱の閣議決定において個人番号の取扱いを見直す
方針が示されたため、市民税の減免申請書等の個人番号に係る規定をそ
れぞれ削除するものです。

議第２号
専決処分の報告承認について
〔平成27年度五泉市一般会計補正予
算（第９号）〕

承認

既決予算総額に1,500万円を追加し、歳入歳出予算総額を252億4,206
万７千円とするものです。歳入はふるさと応援寄附金の追加です。歳出
の主なものは、老人世帯等雪おろし援助扶助金310万円と除雪機械借上
料・除雪事業修繕料等１億157万円の追加、収支を調整した予備費9,765
万円の減額などです。

議第３号
五泉市行政手続条例の一部を改正する
条例の制定について

総務文教 可決
行政手続法の改正に伴い、同法の条文の表現にならって文言を改めるも
のです。

議第４号
五泉市情報公開条例の一部を改正する
条例の制定について

総務文教 可決
行政不服審査法の施行に伴い、情報公開等の決定に関する審査請求につ
いて、審理員制度の方式をとらない規定を設けるとともに、文言の整理
などを行うものです。

議第５号
五泉市情報公開・個人情報保護審査会
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

総務文教 可決
行政不服審査法の施行に伴って行政不服審査法に基づく事務を行うこと
を追加し、また他の条例の改正により引用条項を改めるとともに、文言
の整理などを行うものです。

議第６号
五泉市個人情報保護条例の一部を改正
する条例の制定について

総務文教 可決
行政不服審査法の施行に伴い、個人情報開示等の決定に関する審査請求
について、審理員制度の方式をとらない規定を設けるとともに、文言の
整理などを行うものです。

議第７号
五泉市人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

総務文教 可決
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律と行政不服
審査法の施行に伴い、報告事項の規定を改めるとともに、文言の整理を
行うものです。

議第８号
五泉市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

総務文教 可決
地方公務員法の改正に伴って引用条項を改めるとともに、学校教育法等
の一部を改正する法律の施行に伴って、育児又は介護を行う職員の早出
遅出勤務に関する規定を改めるものです。

議第９号
五泉市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

総務文教 可決
特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じて、平成
27年度以降の議長、副議長、議員の期末手当の支給率を、年間で0.05月
引き上げるものです。

議第10号
五泉市特別職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て

総務文教 可決
特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じて、平成
27年度以降の市長、副市長、教育長の期末手当の支給率を、年間で0.05
月引き上げるものです。

議第11号
五泉市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

総務文教 可決

人事院勧告を受けた関連する法律が成立したため、国の制度に準じた給
与改定を実施するものです。平均改定率0.4％の一般職給料表の改定を行
うとともに、12月期の勤勉手当の支給率を0.1月（再任用職員は0.05月）
引き上げる改定を行い、また、地方公務員法及び地方独立行政法人法の
一部を改正する法律及び行政不服審査法が施行されることに伴って、引
用条項を改め、文言を整理するものです。

議第12号
五泉市職員の旅費に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

総務文教 可決
地方公務員法及び地方独立法人法の一部を改正する法律が施行されるこ
とに伴い、引用条項を改めるものです。

議第13号
五泉市職員の退職手当に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律が施行され
ることに伴い、引用条項を改めるものです。

議第14号
五泉市固定資産評価審査委員会条例の
一部を改正する条例の制定について

総務文教 可決
行政不服審査法及び行政不服審査法施行令等の施行に伴い、審査の申し
出、書面審理、決定書の作成などの規定や引用法令を改めるものです。

議第15号
五泉市在宅介護支援センター条例の一
部を改正する条例の制定について

市民厚生 可決
「在宅介護支援センターすもとの里」を廃止し、新たに「五泉中央在宅介護
支援センター」を設置するため、名称と位置を一部改めるものです。

議第16号
五泉市障がい者基幹相談支援センター条
例の一部を改正する条例の制定について

市民厚生 可決
五泉市障がい者基幹相談支援センターの移転に伴い、同センターの位置
を「五泉市南本町１丁目６番24号」に改めるものです。

議第17号
五泉市地域包括支援センター条例の一
部を改正する条例の制定について

市民厚生 可決
五泉市地域包括支援センターの移転及び介護保険法の改正に伴い、同セ
ンターの位置を「五泉市南本町１丁目６番24号」に改めるとともに、引
用条項を改めるものです。

議第18号

五泉市介護保険法に基づく指定介護予
防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に係る基準
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

市民厚生 可決
県の基準の改正により、指定介護予防支援の具体的取扱方針に係る引用
法令を改めるものです。

議第19号

五泉市介護保険法に基づく指定地域密
着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に係る基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

市民厚生 可決
介護保険法及び関係政省令の一部改正により、小規模な通所介護が地域
密着型サービスに移行することから、地域密着型通所介護に関する規定
を追加するとともに、引用法令並びに引用条項を改めるものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第20号

五泉市介護保険法に基づく指定地域密
着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に係る基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定
について

市民厚生 可決
厚生労働省が定める基準の改正に伴い、介護予防認知症対応型通所介護、
介護予防小規模多機能型居宅介護、介護予防認知症対応型共同生活介護
についての、人員、設備、運営に関する基準を改めるものです。

議第21号
五泉市営住宅条例の一部を改正する条
例の制定について

建設産業 可決
五泉市営住宅の入居手続きに定める保証人要件及び市営住宅設置戸数を
改正するものです。

議第22号
五泉市火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について

総務文教 可決

「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱い
に関する条例の制定に関する基準を定める省令」の一部が改正されたこ
とに伴い、新たに対象となった設備及び器具を追加するとともに、それ
らの離隔距離を規定するものです。

議第23号
五泉市公民館条例の一部を改正する条
例の制定について

総務文教 可決
村松支所の移転に伴い、五泉市村松公民館の位置を「五泉市村松乙130
番地１」に改めるとともに、使用に係る規定や使用料を規定するものです。

議第24号
五泉市川東財産区林野管理条例の一部
を改正する条例の制定について

建設産業 可決
新潟県の保安林指定に伴う地目変更により、貸付地及び川東財産区財産
明細書の地目を改正するものです。

議第25号 市道の廃止について 建設産業 可決
議第26号の市道の認定に伴って廃止となる路線で、愛宕原９号線、延長
82.6ｍです。

議第26号 市道の認定について 建設産業 可決
三本木22号線、延長65.6ｍと、愛宕原９号線、延長129.6ｍを市道認定す
るものです。

議第27号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第10号）

可決

既決予算総額から６億6,073万６千円を減額し、予算総額を245億8,133
万１千円とするものです。歳入では保育所運営費負担金の減などによる
国庫支出金２億5,926万円の減額、五泉中学校改築事業費充当債の減など
による市債３億9,070万円の減額が主なものです。歳出では児童福祉費の
減などによる民生費5,461万３千円の減額、道路橋梁費の減などによる土
木費２億3,929万８千円の減額、中学校費の減などによる教育費２億3,663
万３千円の減額が主なものです。

議第28号
平成27年度五泉市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

可決

既決予算総額から5,425万１千円を減額し、予算総額を67億4,816万３千
円とするものです。歳入では国民健康保険税１億4,451万４千円の減額、
一般会計繰入金8,268万１千円の追加が主なもので、歳出は予備費5,425
万１千円の減額です。

議第29号
平成27年度五泉市介護保険特別会計
補正予算（第４号）

可決

既決予算総額から8,366万９千円を減額し、予算総額を60億5,097万１千
円とするものです。歳入では調整交付金など国庫支出金3,556万１千円の
減額、介護給付費交付金の減である支払基金交付金2,274万６千円の減額
が主なものです。歳出では施設介護サービス給付費の減などによる保険
給付費8,123万８千円の減額、介護給付費準備基金積立金の減である基金
積立金1,037万８千円の減額が主なものです。

議第30号
平成27年度五泉市下水道事業特別会
計補正予算（第４号）

可決

既決予算総額から１億8,549万１千円を減額し、予算総額を31億971万円
とするものです。歳入では社会資本整備総合交付金の減である国庫支出
金１億4,700万円の減額、流域下水道整備事業債などの減による市債3,660
万円の減額が主なものです。歳出では公共下水道事業費１億7,392万１千
円の減額が主なものです。

議第31号
平成27年度五泉市簡易水道事業特別
会計補正予算（第３号）

可決

既決予算総額から5,316万円を減額し、予算総額を６億1,204万円とする
ものです。歳入では戸倉・大蒲原簡易水道他の統合整備事業補助金の減
である国庫支出金935万１千円の減額、同簡易水道統合整備事業債の減
である市債4,150万円の減額が主なものです。歳出では同簡易水道統合事
業などの減である建設改良費の減額5,173万１千円が主なものです。

議第32号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第４号）

可決
既決予算総額から679万２千円を減額し、予算総額を４億8,826万８千円
とするものです。歳入では一般会計繰入金698万４千円の減額が主なも
のであり、歳出は後期高齢者医療広域連合納付金の減額です。

議第33号
平成27年度五泉市水道事業会計補正
予算（第４号）

可決

収益的収支の収入予定額に他会計負担金７万６千円の減額と特別利益18
万６千円の追加を差し引きした11万円を追加し、支出予定額から企業債
利息14万４千円を減額するものです。また、資本的収支の支出予定額に
企業債元金償還金９万３千円を追加するものです。

議第34号
平成27年度五泉市一般会計補正予算
（第11号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決
既決予算総額に変更はありません。補正の内容は人事院勧告に伴う人件
費の調整で、歳出の１～10款に合計で4,761万７千円を追加し、予備費か
ら同額を減額するものです。

議第35号
平成27年度五泉市国民健康保険特別
会計補正予算（第５号）

市民厚生 可決
既決予算総額に66万２千円を追加し、予算総額を67億4,882万５千円とす
るものです。歳入は一般会計繰入金で、歳出は人件費の追加です。

議第36号
平成27年度五泉市介護保険特別会計
補正予算（第５号）

市民厚生 可決
既決予算総額に63万３千円を追加し、予算総額を60億5,160万４千円とす
るものです。歳入は一般会計繰入金48万７千円の追加が主なもので、歳
出は人件費の追加68万７千円の追加が主なものです。

議第37号
平成27年度五泉市下水道事業特別会
計補正予算（第５号）

建設産業 可決
既決予算総額に67万９千円を追加し、予算総額を31億1,038万９千円とす
るものです。歳入は一般会計繰入金の追加であり、歳出は人件費の追加です。
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

本会議
議　決 
結　果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第38号
平成27年度五泉市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第５号）

市民厚生 可決
既決予算総額に21万２千円を追加し、予算総額を４億8,848万円とするも
のです。歳入は一般会計繰入金の追加であり、歳出は人件費の追加です。

議第39号
平成27年度五泉市水道事業会計補正
予算（第５号）

建設産業 可決 収益的収支の支出予定額に、人件費167万６千円を追加するものです。

議第40号 平成28年度五泉市一般会計予算
総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

予算額は229億300万円で、五泉小学校や五泉中学校の改築事業及び村松
支所建設事業などが終了したため、前年度当初と比較して12億400万円、
5.0％減少しました。総合会館管理棟の改築事業費や虹工房の移転整備事
業費、２世代以上と同居する若者の定住促進のための住宅リフォーム補
助事業などが盛り込まれています。

議第41号
平成28年度五泉市国民健康保険特別
会計予算

市民厚生 可決
予算額は66億1,712万４千円で、前年度当初と比較して１億5,350万８千
円、2.3％減少しました。保険給付費が6,065万５千円、介護納付金が6,370
万６千円それぞれ減少しています。

議第42号
平成28年度五泉市介護保険特別会計
予算

市民厚生 可決
予算額は60億9,691万円で、前年度当初と比較して3,950万円、0.7％増加
しました。保険給付費が4,371万６千円、0.8％増加しています。

議第43号
平成28年度五泉市下水道事業特別会
計予算

建設産業 可決
予算額は31億9,866万７千円で、前年度当初と比較して9,058万２千円、
2.8％減少しました。公債費が１億2,550万４千円、6.5％減少しています。

議第44号
平成28年度五泉市簡易水道事業特別
会計予算

建設産業 可決
予算額は８億8,680万４千円で、前年度当初と比較して1,297万１千円、
1.5％増加しました。公債費が1,462万円、42.1％増加しています。

議第45号
平成28年度五泉市川東財産区一般会
計予算

建設産業 可決
予算額は402万５千円で、前年度当初と比較して14万１千円、3.6％増加
しています。財産管理費の減少24万９千円と予備費の増加39万円の差し
引きによるものです。

議第46号
平成28年度五泉市後期高齢者医療特
別会計予算

市民厚生 可決
予算額は５億2,303万６千円で、前年度当初と比較して3,879万５千円、
8.0％増加しました。後期高齢者医療広域連合納付金が4,002万４千円、
8.8％増加しています。

議第47号 平成28年度五泉市水道事業会計予算 建設産業 可決

支出予定額の合計は19億7,300万４千円で、前年度当初と比較して４億
3,732万２千円、18.1％減少しました。村松第３配水池他関連施設整備が
完了したことなどにより、建設改良費が４億4,100万７千円、35.7％減少
しています。

議第48号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

「農業委員会等に関する法律」の一部改正にともなって、市長が次
の方々を農業委員会の委員に任命することについて議会の同意を求
めるものです。（敬称略）
 
　　議第48号　稲餅　　功 
　　議第49号　井上　良浩 
　　議第50号　岩野　和範 
　　議第51号　片桐　　啓 
　　議第52号　加藤　健一 
　　議第53号　川村　孝雄 
　　議第54号　榑井　清之 
　　議第55号　権平　孝男 
　　議第56号　齋藤　昌彦 
　　議第57号　髙橋　甚一 
　　議第58号　楯　　英樹 
　　議第59号　地濃　潤一 
　　議第60号　古田　常藏 
　　議第61号　松尾タカ子 
　　議第62号　渡邉みのり 
　　議第63号　岩出ノブ子 
　　議第64号　佐久間公英 
　　議第65号　塚野　清春 
　　議第66号　渡辺　清滋

議第49号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第50号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第51号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第52号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第53号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第54号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第55号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第56号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第57号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第58号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第59号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第60号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第61号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第62号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第63号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第64号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第65号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

議第66号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意

諮問第１号
人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて

適任と 
認める

人権擁護委員に中川利美を推薦するものです。（敬称略）

請
願
者

請願第１
新潟水俣病全被害者の救済と問題解決
に関する請願

市民厚生 採択
新潟水俣病の全被害者救済と問題の解決のために、関係者が一堂に会す
る話し合いの場の設置や健康被害実態調査の速やかな実施などを求める
意見書を、国会や政府に対して提出するよう求めるものです。

議
　
員

発議第１号
新潟水俣病全被害者の救済と問題解決
に関する意見書の提出について

可決
新潟水俣病の全被害者救済と問題の解決のために、関係者が一堂に会す
る話し合いの場の設置や健康被害実態調査の速やかな実施などを求める
意見書を、国会や政府に対して提出するものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会
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（◎委員長　○副委員長）

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
二
号	

五
泉
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
三
号	

五
泉
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

議
第
十
四
号	

五
泉
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

議
第
二
十
二
号
　
五
泉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
十
三
号
　
五
泉
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
三
十
四
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
十
一
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所

管
に
属
す
る
事
項

議
第
四
十
号
　
　
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
予
算

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

　

以
上
の
十
六
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元

に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と

お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
予
算
の
企
画

政
策
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業
」 

五
千
百
七

十
一
万
九
千
円
に
関
連
し
て
、
さ
く
ら
号
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
、
運
行
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
に
改
善
し
て

き
た
こ
と
は
何
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
運
行
し

て
お
り
ま
す
。
時
刻
表
は
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
等
の
関
係
で
毎
年

の
よ
う
に
改
正
し
て
お
り
ま
す
し
、
バ
ス
停
留
所
の
風
よ
け

等
も
設
置
し
て
き
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
か
ら
は
要
望
等
受
け
て
い
る
の
か
、
と
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

運
転
手
の
マ
ナ
ー
や
接
遇
に
関
す
る
要
望
が
多
々
あ
り
ま

す
の
で
改
善
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
要

望
に
つ
い
て
も
、
総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
総
務
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

防
犯
等
対
策
事
業
の
「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
」 

百
二

十
万
円
に
関
連
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

去
る
二
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
三
号
　
　
　
五
泉
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
四
号
　
　
　
五
泉
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
五
号
　
　
　
五
泉
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
第
六
号	

五
泉
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
七
号	

五
泉
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
八
号	

五
泉
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
第
九
号	

五
泉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
号	

五
泉
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
十
一
号	

五
泉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
今
井
　
　
博
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
安
中
　
　
聡
　
　
　
桑
原
　
一
憲
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い
人
が
使
え
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
制
限
を
か

け
て
使
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
住
居
表
示
整
備
事
業
」 

十
八
万
四
千
円
に
関
連

し
て
、
住
居
表
示
審
議
会
の
委
員
の
補
充
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

委
員
の
う
ち
、市
議
会
議
員
一
名
、法
務
局
の
新
津
支
局
長
、

五
泉
警
察
署
長
、
村
松
郵
便
局
長
の
四
名
の
方
が
代
わ
っ
て

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
新
年
度
に
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
審
議
会
の
開
催
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
、
と
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

住
民
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
い
つ
に
な
る
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
消
防
機
関
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

二
月
二
十
四
日
に
火
災
が
発
生
し
た
時
の
対
応
で
、
防
災

行
政
無
線
の
操
作
の
誤
り
や
消
防
団
の
連
絡
の
遅
れ
、
あ
ん

し
ん
メ
ー
ル
の
地
域
の
表
現
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
そ
の
後
の
改
善
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

防
災
行
政
無
線
の
取
扱
い
の
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に

取
扱
い
訓
練
を
行
い
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
も
ボ
タ
ン
の
色

を
表
示
し
た
り
、
横
に
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
置
く
な
ど
し
て

再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
字
名
や
通
称
名
を
用

い
る
こ
と
に
改
め
ま
し
た
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
地
域
の
表
現
に
つ
い
て
は
、

誰
が
対
応
し
て
も
同
じ
表
現
に
な
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
強
く
要
望
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
の
質
疑
の
中
で
、

　

総
合
会
館
管
理
棟
建
設
事
業
の
「
管
理
棟
建
設
工
事
費
」

八
億
一
千
万
円
に
関
連
し
て
、
床
面
が
地
盤
か
ら
三
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
設
定
で
は
低
い
の
で
は
な
い
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

平
成
二
十
三
年
七
月
に
発
生
し
た
新
潟
福
島
豪
雨
を
参
考

に
し
て
、
こ
の
規
模
の
豪
雨
に
対
し
て
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
当
時
の
冠
水
の
水
位
よ
り
も
一
階
の
床
面
を
高
く
す

る
こ
と
、
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

階
段
を
設
け
ず
に
安
全
性
を
確
保
で
き
る
三
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
決
定
し
ま
し
た
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
街
地
の
開
発
も
進
む
中
で
本
当
に
二
十
三
年

の
基
準
で
い
い
の
か
、
近
く
の
「
虹
工
房
」
は
四
十
九
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

予
算
の
範
囲
内
で
床
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

北
五
泉
駅
前
に
現
在
三
台
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
死

角
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
補
う
た

め
に
一
台
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
泉
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
駅
前
交
番
も
あ
る
こ
と

か
ら
現
在
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で

き
ま
す
の
で
、
駅
南
側
に
二
台
設
置
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
抑
止
に
も
な
る
の
で
、

市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
駅
以
外
の
と
こ
ろ
へ
も
設
置

し
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
助
言
を
も
ら
っ
て
設

置
し
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
設
置
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
業
務
委
託
料
」 

二
十
万

一
千
円
に
関
連
し
て
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
の
状
況
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、

　

現
在
、
市
役
所
で
は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
各

階
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
機
器
整
備
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
す
る
予
定
で
す
。

　

登
録
を
し
て
も
ら
い
一
日
あ
た
り
十
五
分
を
二
回
、
合
計

で
三
十
分
間
を
無
料
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
な
ぜ
時
間
制
限
を
設
け
る
の
か
、
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、

　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
に
同
時
に
接
続
で
き
る
台
数
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
人
が
ず
っ
と
使
い
続
け
て
い
る
と
、
他
の
使
い
た
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着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
係

る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
三
十
四
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
十
一
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所

管
に
属
す
る
事
項

議
第
三
十
五
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

議
第
三
十
六
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

議
第
三
十
八
号
　
平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

議
第
四
十
号
　
　
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
予
算

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
四
十
一
号
　
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

議
第
四
十
二
号
　
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

議
第
四
十
六
号
　
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

請
願
第
一
　
　
　
新
潟
水
俣
病
全
被
害
者
の
救
済
と
問
題
解

決
に
関
す
る
請
願   

      
　

以
上
の
十
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
及
び
参
考
人
の
出
席
を

求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上

げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記

載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
予
算
の
健
康

福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関
連
し
て
、

　

虹
工
房
を
作
る
場
所
は
、
先
の
新
潟
福
島
豪
雨
、
せ
め
て

そ
の
時
を
ク
リ
ア
す
る
程
度
の
高
さ
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

そ
の
辺
の
考
慮
は
さ
れ
て
い
る
の
か
、と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

虹
工
房
の
床
の
高
さ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
三
年
に
近

く
の
道
路
が
冠
水
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、水
位
と
し
て
、

標
高
十
一
・
八
〇
〇
と
い
う
数
値
ま
で
、
水
が
道
路
に
出
て

き
た
と
推
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
施
設
は
、
標
高
一
二
・
二
〇
六
と
い
う
こ
と
で
、

約
四
十
セ
ン
チ
高
く
考
え
て
お
り
、
こ
の
高
さ
で
建
物
の
中

に
ま
で
浸
水
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
二
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
十
五
号
　
　
五
泉
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
六
号
　
　
五
泉
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
第
十
七
号
　
　
五
泉
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
八
号
　
　
五
泉
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
十
九
号
　
　
五
泉
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
十
号
　
　
五
泉
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一
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園
を
民
営
化
し
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後
公
立

保
育
園
の
民
営
化
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
今
現
在
は
ど
こ
の
保
育
園
を
民
営
化
す
る
と
い
う

よ
う
な
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

公
立
な
ら
で
は
の
良
さ
、
ま
た
民
間
の
利
点
と
い
う
の
も

あ
り
全
部
民
営
化
し
た
市
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、

か
つ
、
安
定
的
な
行
財
政
運
営
を
主
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
慎
重
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

保
育
園
の
運
営
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
の
を
、
地
域

の
声
、
保
護
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
よ
く
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
環
境
保
全
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
公
害
対
策

事
業
の
水
質
検
査
等
委
託
料
に
関
連
し
て
、

　

ど
の
よ
う
に
水
質
検
査
を
さ
れ
、
だ
め
だ
と
い
う
結
果
が

出
た
ら
指
導
も
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
辺
の
実
態
は

ど
う
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

工
場
排
水
の
水
質
検
査
は
、
八
事
業
所
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
河
川
に
落
ち
る
手
前
の
と
こ
ろ
で
採
水

し
、
工
場
排
水
の
基
準
値
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
特
定

物
質
が
検
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
査
し
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
、
基
準
値
を
超
え
る
よ
う
な
工
場
排
水
が
出
た
と
い
う

実
績
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
排
水
の
採
水
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
業
者
に

は
連
絡
せ
ず
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
日
中
で
二
十
四
時
間

体
制
と
い
う
の
は
や
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

　

色
に
つ
い
て
排
水
基
準
は
な
い
で
す
が
、
色
が
あ
ま
り
に

濃
い
と
地
域
の
方
は
不
安
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
県
と

連
携
し
て
ど
う
い
う
監
視
体
制
を
と
る
か
、
そ
の
都
度
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
京
都
市
は
市
独
自
の
条
例
を

持
っ
て
色
に
つ
い
て
は
規
制
を
か
け
て
い
る
。五
泉
市
で
も
、

水
に
対
し
て
は
非
常
に
シ
ビ
ア
だ
と
い
う
こ
と
で
、
条
例
を

作
り
、
色
に
つ
い
て
も
規
制
を
か
け
る
と
い
う
の
は
い
か
が

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

五
泉
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
ニ
ッ
ト
産
業
や
織
物
産
業

等
に
お
い
て
、染
色
と
い
う
大
事
な
過
程
が
あ
り
ま
す
の
で
、

企
業
の
育
成
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
中
で
、
自
然
環
境
を
守

る
規
制
の
在
り
方
が
い
い
の
か
、
今
後
の
検
討
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
視
体
制
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
地
元
の
人
に
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
じ
ゃ
な
い
が
、
監
視
員
と
し
て
委
託
す
る
よ
う

な
も
の
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
、
河
川
の
水
質
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
思
う
が
ど
う
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
の
提
案
の
方
法
も
含
め
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

介
護
費
逓
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
事
業
者
の
収
入
が

減
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
介
護
離
職
者
ゼ
ロ
を
目

指
す
と
発
表
し
て
い
る
が
、
介
護
費
が
逓
減
さ
れ
る
と
、
従

業
員
給
料
の
引
き
下
げ
に
直
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

五
泉
市
の
介
護
施
設
の
実
態
と
し
て
は
、
介
護
費
が
下
が

り
、
労
働
条
件
の
待
遇
も
下
が
っ
て
、
介
護
離
職
が
散
見
さ

れ
る
と
い
う
実
態
な
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

正
確
に
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、
事
業
所
の
方
々
と
の
話

の
中
で
は
、
や
は
り
全
国
的
な
傾
向
と
同
じ
よ
う
に
、
五
泉

市
で
も
介
護
を
す
る
方
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
だ
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
介
護
報
酬
が
下
が
り
、
収
入
が
減
る
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
心
配
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
の

方
で
、
従
業
員
の
処
遇
改
善
と
い
う
こ
と
で
加
算
点
数
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
事
業
者
が
処
遇
改
善
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
点
数
が
得
ら
れ
る
と
い
う
報
酬
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
何
と
か
改
善
に
な
っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
る
所
で
ご

ざ
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
ど
も
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
保
育
園
運
営

に
関
連
し
て
、

　

五
泉
市
は
、
今
あ
る
保
育
園
す
べ
て
民
営
化
の
方
向
に
行

く
と
い
う
方
針
を
、
保
護
者
会
か
何
か
で
説
明
さ
れ
た
よ
う

な
こ
と
を
聞
い
た
が
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
、
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、

　

保
育
園
の
民
営
化
の
関
係
は
、
本
会
議
の
一
般
質
問
で
も

市
長
が
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
二
十
七
年
度
に
公
立
三
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に
属
す
る
事
項

議
第
三
十
七
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
五
号
）

議
第
三
十
九
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

五
号
）

議
第
四
十
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一

般
会
計
予
算
の
う
ち
本
委
員

会
所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
四
十
三
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
四
十
四
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
四
十
五
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
川

東
財
産
区
一
般
会
計
予
算

議
第
四
十
七
号	

平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
水

道
事
業
会
計
予
算

　

以
上
の
十
二
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ

ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
二
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
二
十
一
号	

五
泉
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
二
十
四
号	

五
泉
市
川
東
財
産
区
林
野
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
十
五
号	

市
道
の
廃
止
に
つ
い
て

議
第
二
十
六
号	

市
道
の
認
定
に
つ
い
て

議
第
三
十
四
号	

平
成
二
十
七
年
度
五
泉
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
一

号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
牛
膓
　
利
栄

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
平
井
　
敏
弘
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そ
れ
か
ら
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
兼
合
い
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
端
的
に

言
え
ば
輸
出
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
み
な
ら
ず
、
今
後
、
関
係
機
関
、
団
体
と

よ
り
一
層
連
絡
を
密
に
し
て
研
究
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、商
工
観
光
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

（
総
合
戦
略
）
観
光
振
興
事
業
の
う
ち
、
忠
犬

タ
マ
公
像
作
成
委
託
料
二
百
八
十
万
円
に
関
連

し
て
、

　

都
市
間
交
流
と
し
て
横
須
賀
市
に
像
を
贈
る

際
に
、
例
え
ば
市
民
に
募
金
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
、
集
め
た
お
金
で
贈
る
と
か
、
ま
た
は

川
内
地
区
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
除
幕
式
に
行

け
ば
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
と
思
う
。
心
と

心
の
ふ
れ
あ
い
を
す
る
に
は
市
民
に
協
力
を
願

う
の
が
大
事
と
思
う
が
、
そ
の
辺
り
は
ど
う
考

え
る
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

地
元
に
愛
さ
れ
て
い
る
忠
犬
タ
マ
公
像
を
、

は
る
ば
る
横
須
賀
の
方
に
寄
贈
す
る
際
に
は
、

今
ほ
ど
の
そ
う
い
う
心
を
込
め
て
寄
贈
す
る
と

い
う
こ
と
も
、
心
の
ふ
れ
あ
う
交
流
事
業
と
い

う
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ

り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
二
十
八
年
度
五
泉
市
一
般
会
計

予
算
の
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
農
林

特
産
品
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
費
用
や
維
持
管
理
経
費
が
主
な
内
容
で
あ
る

と
の
説
明
を
受
け
、

　

今
の
説
明
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
費
用
と
い
う
こ

と
だ
が
、
平
成
二
十
九
年
度
を
も
っ
て
減
反
政

策
を
国
が
撤
退
す
る
と
い
う
予
定
で
あ
り
、
あ

る
い
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
関
係
も
あ
る
。
ま
さ
に
農
業

に
と
っ
て
は
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
競
争
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
農
作
物
で
い
か
に
外
貨
を
稼
ぐ
か
が
将
来

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
課
題
に
な
り
、
今
か

ら
農
産
物
の
販
売
戦
略
を
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
農
業
振
興
を
ど
う
考

え
る
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

ま
ず
、
生
産
調
整
の
関
係
は
、
平
成
二
十
九

年
産
を
も
っ
て
国
が
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
を

や
め
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
正
式
な
情
報
で

す
。
今
段
階
で
は
詳
細
は
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
生
産
調
整
そ
の
も
の
が
全
く
無
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横須賀市に複製が寄贈される忠犬タマ公像（愛宕小学校）
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【〇：賛成、×：反対、―：欠席】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

議
長

議会選 
第１号

五泉地域衛生施設組合議会議員の選挙について 指名
推選 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第１号
専決処分の報告承認について〔五泉市税条例等の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第２号
専決処分の報告承認について〔平成27年度五泉市一般会計補正
予算（第９号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第３号 五泉市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第４号 五泉市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５号
五泉市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第６号 五泉市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第７号
五泉市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第８号
五泉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第９号
五泉市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第10号
五泉市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第11号
五泉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第12号
五泉市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第13号
五泉市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第14号
五泉市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第15号
五泉市在宅介護支援センター条例の一部を改正する条例の制定
について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第16号
五泉市障がい者基幹相談支援センター条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第17号
五泉市地域包括支援センター条例の一部を改正する条例の制定
について

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第18号

五泉市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第19号
五泉市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に係る基準に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第20号

五泉市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第21号 五泉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第22号 五泉市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第23号 五泉市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第24号
五泉市川東財産区林野管理条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第25号 市道の廃止について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第26号 市道の認定について 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第28号 平成27年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第29号 平成27年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第30号 平成27年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第31号 平成27年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
猪
熊
　
　
豊

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第32号 平成27年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第33号 平成27年度五泉市水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第34号 平成27年度五泉市一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第35号 平成27年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第36号 平成27年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第37号 平成27年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第38号 平成27年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第39号 平成27年度五泉市水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第40号 平成28年度五泉市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第41号 平成28年度五泉市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第42号 平成28年度五泉市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議第43号 平成28年度五泉市下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第44号 平成28年度五泉市簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第45号 平成28年度五泉市川東財産区一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第46号 平成28年度五泉市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第47号 平成28年度五泉市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議第48号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第49号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第50号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第51号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第52号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第53号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第54号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第55号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第56号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第57号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第58号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第59号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第60号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第61号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第66号 五泉市農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
適任と 
認める

○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第１ 新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関する請願 採択 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員 発議第１号

新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関する意見書の提出に
ついて

可決 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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一般質問（通告順）

　２月定例会では13人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い、質問者の氏名と
質問の件名をお知らせします。

猪熊　　豊
◦高すぎる国保税を引き下げて、市民の暮らしを守れ　◦お年寄りが安心し
て借りられる住宅を　◦「空き家バンク」創設と五泉市を紹介するＤＶＤ作
成を　◦振り込め詐欺から市民を守るため、通話録音機購入費補助を

羽下　　貢
◦人口減対策について
◦地域医療について

町田　俊夫
◦６人に１人の貧困状態の子どもの支援に、五泉市がフードバンクとの
連携を拡充すべきだ　◦五泉市内の防犯灯を蛍光灯からＬＥＤへの一斉
交換の実施を　◦Ｈ28年度一般会計当初予算案で最重点を置く取組みは

深井　邦彦
◦子供の遊び場について
◦学校給食について
◦通学路について

剣持　雄吾
◦防災対策、市民への情報発信、感震ブレーカーを設置した際の助成を
◦五泉駅、北五泉駅の改修、泉町地内の大型車の制限、桑山川の排水機場設
置など市長の政治姿勢は　◦交通安全対策、春の交通安全街頭指導について

安中　　聡
◦複合施設を市民にとって利点のある地域に変更すべき　◦走ってない地域を
走る公共バスを整備充実させるべき　◦優秀な人財を市内に共に住み働いても
らう政策を　◦村松桜は牡丹の品種で誤解を与える。村松中学校とすべき

桑原　一憲
◦五泉ニット地域ブランド化確立へ向けての本気の取組みについて
◦希望に光輝く五泉市の教育について

白井　妙子
◦人口減少対策について　◦チャレンジランド杉川の利用について
◦防犯灯設置について　◦移動市長室について

佐藤　　浩
◦住民サービス向上について
◦五泉市への産科誘致、設置について

佐藤　　渉
◦図書館事業について　◦小中学校の適正配置について
◦子育て支援サイト整備事業について
◦五泉ニット製品開発支援事業について

今井　　博
◦介護保険の現状について　◦住宅リフォーム助成制度について
◦高速バス（市民の足）の確保について　◦住居表示について

鈴木　良民
◦複合施設建設は市の中心地にするべきである
◦保育園の民営化による評価と今後の民営化計画について
◦通学路の安全点検は雪道も含めて行うべき

阿部　周夫
◦赤海地内の複合施設建設予定について　◦平成28年度の消雪パイプ予定路
線について　◦五泉地区の水道料金と下水道受益者負担金が村松地区より高
いことについて　◦旧ジャスコ跡地に五泉市の施設建設を計画するべき
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会派のお知らせ 請 願 に つ い て

発 議 に つ い て

　―  次の請願を採択しました。―

― 次の発議を可決しました。意見書は　　　　　

　　　　　　速やかに関係省庁へ送付しました。―

◆請願第１

　新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関

する請願

　【提 出 者】新潟水俣病阿賀野患者会

　　　　　　　会長　山﨑　昭正

　【紹介議員】町田　俊夫　外11名

◆発議第１号

　新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関

する意見書の提出について

【提出議員】佐藤　　渉　外６名

【内　　容】「関係者が一堂に会する話し合

いの場を設けること」や「特措

法に定める健康被害実態調査を

速やかに実施すること」などを

求める意見書を提出するもので

す。

【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、

　　　　　　内閣総理大臣、財務大臣、

　　　　　　総務大臣、厚生労働大臣、

　　　　　　経済産業大臣、環境大臣

　会派の名称や構成員に変更がありましたので、

４月１日現在の会派の状況をお知らせします。

（◎印は代表者）

清流クラブ ― ――――――――――――

　◎長谷川政弘　　　羽下　　貢

　　白井　妙子　　　桑原　一憲

市政・こうめいクラブ ― ―――――――

　◎剣持　雄吾　　　広野　　甲

　　鈴木　良民

未来都市創造クラブ ― ――――――――

　◎平井　敏弘　　　佐藤　　渉

　　佐藤　　浩

市民木曜クラブ ― ――――――――――

　◎阿部　周夫　　　林　　　茂

五泉市日本共産党市会議員団 ― ――――

　◎猪熊　　豊　　　今井　　博

政友クラブ ― ――――――――――――

　◎熊倉　政一　　　深井　邦彦

泉
い ず み

水クラブ ― ――――――――――――

　◎牛膓　利栄　　　伊藤　昭一

未来クラブ ― ――――――――――――

　◎町田　俊夫

明るい五泉市作る会 ― ――――――――

　◎安中　　聡

　２月25日、本会議開会前に町田俊夫議員

から「新保地内の火災について」緊急質問が

提出され、同日、日程に追加して質疑が行わ

れました。

　また、３月16日には「市職員に対してく

だされた処分について」緊急質問が猪熊豊議

員から提出されましたが、質問は許されませ

んでした。

緊急質問がありました
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ョ

ン
総
合
戦
略
」
の
審
議
で
、
新
た
に
新
婚

世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
二
世
代
・
三
世
代

同
居
を
促
進
す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
の
充
実
・
若
者
の
定
住
促
進
等
が

審
議
さ
れ
た
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
か
ら
目
を
通
し
て

い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、

委
員
一
同
、
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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